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 授業での行動カテゴリーは，これまで教師と学習者の関係が主であった．しかし，グル

ープ学習での学校教育では，多様な学習者間の活動が多い．グループ学習の分析を目的と

した行動カテゴリーの構成が必要とされる．今回，一連の「動く紙おもちゃ作り」の親子

の共同作業では，親と子どもの相互の関係を調べる行動カテゴリーを構成し，それを適用

した行動分析を進め，各カテゴリーについての評価を得た．その行動分析の結果を用いて，

授業における学習者間の相互の関係を調べる行動カテゴリーの試案を作成した． 
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１．はじめに 

 

授業研究では，学習者間の活動として，グ

ループ学習，共同作業などが，学習を進める

上で１つの重要な指導方法として昔から位置

づけられてきた．しかし，授業の行動カテゴ

リー分析は，主として教師と学習者の相互関

係の研究である．たとえば，フランダース，

OSIA の行動カテゴリーは，教授・学習活動

の枠組みの中での検討である．また，坂元昻，

小金井等の相互関係の行動の分類も，教師と

学習者の相互の活動についてであり，サブシ

ステムとして学習者間の行動カテゴリーの研

究が必要である． 

 

（１）学習者間の相互関係の行動カテゴリー 

 学習者間の相互の関係は，グループでの実

習・実験・作業等で，多様な活動がある．そ

れらは授業の中で，1 つの学習体系が構成さ

れ，その研究には学習者間の相互の関係を調

査できる活動をしている．そこで，今回，グ

ループ学習で，学習者が調査活動や共同作業

等についての，学習状況の分析，行動分析に

ついての研究が必要とされる．また，行動分

析の方法，とくに行動カテゴリーが重要であ

る． 

 そこで，今回，「動く紙おもちゃ作り」で親

子の行動カテゴリーを構成し，実際に親子の

活動に適用し，一応の成果を得た．その成果

を使い，学習者間の行動カテゴリーシステム

を構成する今回の研究では，まだ研究対象，

件数が不足していて，まだ信頼性に欠けてい

るが，1 つの方向性を示す資料として活用す

る．そこで，今回の「動く紙おもちゃ作り」

の手法・成果を参考にして，学習者間の相互

の関係の調査するための，行動カテゴリーの

構成と，その処理方法について検討したので

報告する． 

 

２．行動カテゴリーの基礎資料 

 

 親子の行動カテゴリーの基礎資料には，フ



ランダース，OSIA のカテゴリーシステムや

坂元，小金井，井上等の授業活動での教師と

学習者の相互関係の研究を基礎として利用し

た．これらについては，その後，多様な改善

がなされて，教員養成でのマイクロティーチ

ングなどへの発展も見られた．これらの一連

の研究は，教育学・教授学・教育心理など，

教育の基礎を構成している各理論分野の成果

を背景として行動カテゴリーシステム等が構

成されてきた．このため，今回の一連の論文

では，OSIA のカテゴリーシステムや坂元等

の相互関係の行動の研究成果を参考に研究を

進めてきた．論文「親子の共同作業の分析の

ための行動カテゴリー試案の研究『動く紙お

もちゃ作り』での親子関係の解釈と行動パタ

ーン」では，次のような行動カテゴリー表を

報告した．（表 1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの基礎となる資料は，次に示す 2表である．

 

 

表２．ＯＳＩＡのカテゴリー 

 
教授行動の
記号 

行動 学習行動の記号   

授
業
内
容
に
か
ん
す
る
も
の 

Ｔ１ 
授業内容にかんする解
明 

Ｓ１ Ｍ・Ｐ 

Ｔ２ 
授業内容にかんする要
請への応答 

Ｓ２   

Ｔ３ 
授業内容にかんする情
報の提示 

Ｓ３  Ｍ 

Ｔ４ 
授業内容にかんする応
答の要請 

Ｓ４  Ｍ・Ｐ 

評
価
に
か
ん
す
る
も
の 

Ｔ５ 修正フィードバック Ｓ５  Ｐ 

Ｔ６ 確認 Ｓ６  Ｍ・Ｐ 

Ｔ７ 受容 Ｓ７   

Ｔ８ 肯定的個人判断 Ｓ８  Ｐ・Ｓ 

Ｔ９ 否定的個人判断 Ｓ９  Ｐ・Ｓ 

授
業
運
営
に
か
ん
す
る
も
の 

Ｔ１０ 
授業運営にかんする解
明 

Ｓ１０  Ｐ 

Ｔ１１ 
授業運営にかんする要
請への応答 

Ｓ１１  Ｐ 

Ｔ１２ 
授業運営にかんする情
報の提示 

Ｓ１２  Ｍ・Ｐ 

Ｔ１３ 
授業運営にかんする応
答の要請 

Ｓ１３  Ｍ・Ｐ 

沈
黙
活
動 

Ｔ１４ 
沈黙によるかくされた活
動 

Ｓ１４  Ｐ・Ｓ 

Ｔ１５ 沈黙による明白な活動 Ｓ１５  Ｐ・Ｓ 

そ
の
他 

Ｘ 
授業としての機能をもた
ない行動 

Ｘ  Ｐ・Ｓ 

Ｙ 相互作用の分離記号 Ｙ  Ｐ・Ｓ 

表３．相関分析のためのカテゴリー（坂元昻の相互関係） 

「教育工学の適用と今後の課題」（小金井正巳）より 

 大グループ 中グループ 小グループ  

教
師 

情
報
提
示 

教材提示 

提示 Ｍ 

板書  

助言 Ｐ 

説明 Ｍ・Ｐ 

操作 Ｍ 

生徒への 
確認 Ｐ 

操作  

反
応
制
御 

反応喚起 
指名  

発問 Ｐ 

反応統制 
指示 Ｐ 

誘導 Ｐ 

評
価 

診断 

面接  

観察 Ｐ・Ｓ 

机間巡視  

判定 テスト Ｐ・Ｓ 

生
徒 

情
報
受
容 

受容 
視聴 Ｐ・Ｓ 

聞く Ｐ・Ｓ 

処理 

作業 Ｐ・Ｓ 

思考  

発見 Ｐ・Ｓ 

反
応 

個別発表 
板書  

口頭発表 Ｓ 

一斉発表 
口頭発表  

操作 Ｓ 

評
価 

点検 

メモ  

訂正  

挙手  

テスト   

「動く紙おもちゃ作り」 

表１．カテゴリー表 



とくに，この行動カテゴリー表の特徴は，

親と子どもの共同作業として，研究に参加し

た学生が作業を積極的・消極的・共同の 3つ

のカテゴリーに分類分けしたことである．（こ

のことは，次の研究のステップとして，作業

の行動カテゴリーと他の内容との二つのカテ

ゴリーで表現する可能性を配慮した手法とし

て，構成している．） 

これらの親子の行動カテゴリーシステムの研

究成果をもとに，学習者間の関係を調べられ

る行動カテゴリーをどのように構成するか，

また，どのような方法があるか検討するのが，

本研究の課題である． 

 

３．行動カテゴリーと分析の方法 

 

 親子の行動カテゴリーの研究は，共同作業

のプロセスを分析し，一連の活動原簿を作成

し，その行動の分析を進めた．その方法を，

例で示す． 

 

沖縄（親子の様子：5秒間隔） camera-1 
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（１）親子の活動の記録 

 今回の一連の行動分析の研究で，「行動カテ

ゴリー」の設定が最も重要で，その項目が決

まれば，授業実践をもとに，次の手順で分析

が可能である．その方法は，これまでの「動

く紙おもちゃ作り」の実践・分析の結果では，

親子の関係について，それぞれの特性が明ら

かになっている． 

 たとえば，活動原簿と行動のコード化，そ

の時系列（活動のプロセス）が，活動の流れ

とその中での相互の関係が分析できる．また，

行動カテゴリーの処理では，カテゴリーの分

析表，クロス表から，分布で行動の特徴とク

ロス分析で行動の内容を判断できる．このた

め，最も重要な事項は，行動カテゴリーをい

かに構成するかである． 

 

（２）行動カテゴリーの活動原簿の作成 

 

（３）行動カテゴリー時系列 

 ～活動プロセス表～ 

（４）行動カテゴリー別の分布 

～活動の特徴～ 

行動カテゴリーの出現頻度から見たとき，

その傾向は行動の特徴が判断でき，クロス処

理で行動の内容を知ることができる． 

 

親の作業が多く，子どもは見ていることが多

い． 

 

（５）行動カテゴリーのクロス関係 

～行動の内容～ 

 

 

子 出現数 出現率（％） 

S1 28 9 

S2 7 2 

S3 0 0 

S4 14 5 

S5a 15 5 

S5b 19 6 

S5c 63 20 

S6 0 0 

S7 0 0 

S8 0 0 

S9 72 23 

S10 1 0 

S11 0 0 

S12 2 1 

S13a 37 12 

S13b 0 0 

S14 0 0 

S× 50 16 

活動原簿表  2009 年 10 月 11 日  

教材                
NO.         

ｶﾗｶﾗ  1   

  グループ名   記録者   上原 奈美   

       

  分 秒 P（親） S(子） 行動記録メモ M
 (提示)   5 20 分 03 秒 ○ P5c ○ S5c ＰとＳで一緒に作り始める． M3 

  10 20 分 08 秒 ○ P5c ○ S5c ＰとＳで一緒に作る． M3 

  15 20 分 13 秒 ◎ P5a ○ S5a 
ＰがＳのコップを支え，Ｓがシー

ルをはる． 
M3 

  20 20 分 18 秒 ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面の説明を聞く． M5a 

  25 20 分 23 秒 ○ P4 ○ S4 ＰとＳで材料を持つ． M5a 

  30 20 分 28 秒 ◎ PＸ ○ SＸ ＰにＳが材料を渡している． M5a 

  35 20 分 33 秒 ◎ P5a  SＸ 
Ｐが一人で作業する．Ｓはそれ

を見ている． 
M5a 

  40 20 分 38 秒 ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面の説明を聞く． M5a 

  45 20 分 43 秒 ◎ P5a  S1 
Ｐが一人で作業する．Ｓは画面

を見ている． 
M5a 

  50 20 分 48 秒 ◎ P5a  S1 
Ｐが作業をして，S は画面を見

ている． 
M5a 

  55 20 分 53 秒 ◎ P5a  S13a Ｐの作業をＳが見ている． M3 

  60 20 分 58 秒 ◎ P5a  S13a Ｐの作業をＳが見ている． M5a 

親 出現数 出現率（％） 

P1 45 15 

P2 3 1 

P3 23 7 

P4 3 1 

P5a 104 34 

P5b 0 0 

P5c 69 22 

P6 0 0 

P7 1 0 

P8 1 0 

P9 17 6 

P10 1 0 

P11 0 0 

P12 3 1 

P13a 33 11 

P13b 0 0 

P14 0 0 

P× 5 2 

親・子の行動クロス表 

親 

子  

        

P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P× 

S1 20    8              

S2           4 1   2    

S3                   

S4   10 3     1          

S5a   2  7  4    2        

S5b 2  10  3         3    1 

S5c     1  62            

S6                   

S7                   

S8                   

S9 13 2   41  1    11    2   2 

S10  1                 

S11                   

S12               2    

S13a 4    9     1     23    

S13b                   

S14                   

S× 6  1  35  2        4   2 

←親が作っている様子を見ている 

映像を調べる必要あり↑ 

←共同作業をしている 



４．行動カテゴリーの分布 

 

（１）カテゴリー処理と学習者間の行動カテゴリー 

 親子の行動カテゴリーから学習者間の行動分析のために，各項目の出現分布とクロス表を次に示す． 

（Ｐ）親の行動カテゴリーのコード出現頻度表         

  A の親 B の親 C の親 D の親 E の親 合計   
A の親
（％） 

B の親
（％） 

C の親
（％） 

D の親
（％） 

E の親
（％） 

親の平均
（％） 

P1 45 19 73 2 10 149   14.6 6.8 20.2 0.9 5.4 11.0 
P2 3 13 7   9 32   1.0 4.6 1.9   4.8 2.4 

P3 23 30 36 107 43 239   7.5 10.7 9.9 48.9 23.1 17.6 
P4 3 12 8   5 28   1.0 4.3 2.2   2.7 2.1 

P5ーA 104 19 37 30 17 207   33.8 6.8 10.2 13.7 9.1 15.3 

P5ーB     14   3 17       3.9   1.6 1.3 
P5ーC 69 120 30 14 26 259   22.4 42.9 8.3 6.4 14.0 19.1 

P6   5 26 3 1 35     1.8 7.2 1.4 0.5 2.6 
P7 1 13 36 17 30 97   0.3 4.6 9.9 7.8 16.1 7.2 

P8 1 4   2 1 8   0.3 1.4   0.9 0.5 0.6 

P9 17 6 73 41 30 167   5.5 2.1 20.2 18.7 16.1 12.3 
P10 1 1     3 5   0.3 0.4     1.6 0.4 
P11     2 1 3 6       0.6 0.5 1.6 0.4 
P12 3 2       5   1.0 0.7       0.4 
P13a 33 23 1 2 4 63   10.7 8.2 0.3 0.9 2.2 4.6 
P13b     2   1 3       0.6   0.5 0.2 
P14                           
× 5 13 17     35   1.6 4.6 4.7     2.6 
 308 280 362 219 186 1355  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

（Ｓ）子どもの行動カテゴリーのコード出現頻度表        

  
A の子
ども 

B の子
ども 

C の子
ども 

D の子
ども 

E の子
ども 

合計   
A の子
ども
（％） 

B の子
ども
（％） 

C の子
ども
（％） 

D の子
ども
（％） 

E の子
ども
（％） 

子どもの平
均（％） 

S1 28 2 26 2 9 67   9.1 0.7 7.2 0.9 4.8 4.9  
S2 7 6 7   1 21   2.3 2.1 1.9   0.5 1.5  
S3   2 7     9     0.7 1.9     0.7  
S4 14 36 24 62 21 157   4.5 12.9 6.6 28.3 11.3 11.6  

S5ーA 15 30 162 99 62 368   4.9 10.7 44.8 45.2 33.3 27.2  

S5ーB 19 1 29 26 41 116   6.2 0.4 8.0 11.9 22.0 8.6  

S5ーC 63 130 26 14 21 254   20.5 46.4 7.2 6.4 11.3 18.7  
S6   4 16 2 14 36     1.4 4.4 0.9 7.5 2.7  
S7     8     8       2.2     0.6  
S8   11 15 3 5 34     3.9 4.1 1.4 2.7 2.5  

S9 72 15 18 4 5 114   23.4 5.4 5.0 1.8 2.7 8.4  
S10 1 3       4   0.3 1.1       0.3  
S11     1     1       0.3     0.1  
S12 2   2   3 7   0.6   0.6   1.6 0.5  

S13a 37 13 6 1 1 58   12.0 4.6 1.7 0.5 0.5 4.3  
S13b         2 2           1.1 0.1  
S14                           
× 50 27 15 6 1 99   16.2 9.6 4.1 2.7 0.5 7.3  

 308 280 362 219 186 1355  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

 親・子の行動クロス表(％表示 ※カメラ 5台の平均）           

親 
子 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P

×  

S1 3.2 0.1     0.9   0.1 0.1 0.2   0.2       0.1 0.1     4.9 

S2   0.3 0.1 0.1 0.1 0.1   0.1     0.4 0.1     0.1       1.5 

S3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0           0.1       0.1       0.7 

S4 0.2 0.3 8.4 0.2 0.2   0.1 0.3 1.2 0.1 0.1   0.1 0.1 0.2       11.6 

S5a 3.5 0.1 4.9   3.5 0.7 0.6 1.1 2.7 0.1 8.1   0.1 0.1 0.4     1.2 27.2 

S5b 0.5 0.3 2.6   1.9 0.2 0.4 0.1 1.4   0.7   0.1 0.2       0.1 8.6 

S5c 0.3   0.4 0.1 0.1   17.2 0.1 0.2 0.1 0.1       0.1       18.7 

S6 0.1 0.1 0.2 0.4 0.1   0.1 0.7 0.3   0.5 0.1             2.7 

S7 0.1     0.2 0.1 0.1                   0.1     0.6 

S8 0.1   0.4 0.7 0.1   0.1   0.5 0.1 0.1   0.1   0.1     0.1 2.5 
S9 1.3 0.5 0.1   4.3 0.1 0.3   0.1   1.4       0.3     0.1 8.4 

S10   0.2                               0.1 0.3 

S11                     0.1               0.1 

S12   0.1                 0.1 0.1     0.1       0.5 

S13a 0.4 0.1 0.1 0.1 1.0     0.1 0.1 0.2 0.1       1.8       4.3 

S13b                 0.1             0.1     0.1 

S14                                     0.0 
S× 1.1   0.3 0.1 3.0   0.2   0.3   0.1       1.2     1.0 7.3 

 11.0 2.4 17.6 2.1 15.3 1.3 19.1 2.6 7.2 0.6 12.3 0.4 0.4 0.4 4.6 0.2 0.0 2.6 100.0 

（行動カテゴリー全体の分布が 4.0％以上に○印，各個は 20％以上に○印） 

（クロス表で 1.0以上の出現頻度に○印） 



 

 親子の行動カテゴリーを構成し，その実践

の適用結果として， 

① 学習活動の分析とその方法の構成 

② 調査項目の選定と改善 

が，今回の試行研究で可能になった． 

①については，すでに，他の論文等で報告し

た．本報告では，調査項目の選定について，

検討する． 

行動カテゴリー試案を用いた実践の結果は，

親子の相互関係であり，授業で適用するため

には，学習者間の行動カテゴリーシステムの

構成が必要となる．このため，親子の行動カ

テゴリーシステムの結果から，その適用につ

いてカテゴリーのコード出現頻度（分布）と

クロス処理を用いて検討する． 

 

（２）出現頻度と調査項目 

 子どもの行動カテゴリーの全体を集計した

ときの出現頻度は， 

・ 作業（積極的）27.6％ 

・ 作業（共同作業）18.7％ 

・ 話しを聞く 11.6％ 

・ 作業（消極的）8.6％ 

・ 観察 8.4％ 

・ 視聴 4.9％ 

・ 沈黙（意味のある）4.3 

・ （無関係な行動）7.3％ 

などであった．また，親では，この他に（P3）

説明 17.6％，（P7）指示 7.2％と高い出現頻

度であった．これらの行動カテゴリー項目は，

行動カテゴリーとして活動内容によって選

択・利用すべきである．とくに，本研究にあ

たって，行動カテゴリー「作業」を，内容的

にどのようにカテゴリーのサブシステムとし

て分けるかが課題であった． 

 これまでの，他の研究では，作業をさらに

分けることがされていなかったが，今回の作

業を中心に活動する活動を調査するため，そ

の分類についての検討が必要であった．そこ

で「積極的」「消極的」「共同作業」とカテゴ

リー化した．その結果は，親や子どもの個別

出現頻度表で見ると，作業の分類として個の

活動の特徴を示している． 

 

（３）クロス処理（相互関係） 

 行動カテゴリー項目のクロス表を個別に見

ると，（S4）聞く，（S9）観察，（S5a）作業

積極的，（S5b）作業消極的，（P9）観察，な

どに多くの出現頻度が高い場合がある．これ

らは，個の行動の特徴を示していて，今後，

行動カテゴリー表を構成するとき重要な資料

となる． 

〔作業について〕 

 グループ学習では，作業が最も多い活動で，

クロス処理結果を見ても，S5a（積極的），S5b

（消極的），S5c(共同作業)に多くが集中し，

しかも，親の多くの行動カテゴリーと相互の

関係がある．（P1～Pｘまで）その組み合わせ

も，それぞれ活動の特徴を示している．たと

えば，共同作業では，当然であるが，P5c と

S5cが 17.2％でグループ内で共同作業が多い

状況を示す．もし，学習者間の行動カテゴリ

ーで，これが少なかったならば，グループの

構成や課題の提供について，その具体的内容

を調べる必要があると考えられる． 

 P3（説明）と S5a，S5cの関係では，グル

ープの中で，誰かが説明し，他の者が作業を

している状況を示し，グループ活動の様子が

調べられる． 

 また，P9（観察），S5a（積極的作業）の関

係が多ければ，グループの中で，作業を観察

している者と積極的に活動している者がいる

ことが判断できる． 

 このように，作業をサブシステムとして， 

・ 積極的な作業 

・ 消極的な作業 

・ 共同作業 

に分けたことは，授業分析にも，必要と考え

る．また，グループ学習のある授業での分析・

評価では，この 3つの行動カテゴリーの視点



と，他の行動カテゴリーの組み合わせで，考

察・記述することが必要であると考えられる． 

 

（４）行動カテゴリーの今後の利用の課題 

～授業の観察の視点～ 

 授業研究などで，学生が思いつきで，行動

カテゴリーを決め，授業観察をしていること

が多かった．しかし，授業を観察するには，

事前に，どのような視点で，授業を見るのか，

その行動カテゴリーを考えさせる必要がある．

このとき，これまでに利用された，行動の視

点の分類（行動カテゴリー）の例を理解し，

授業観察を実践すべきである． 

 たとえば，授業観察の事前に授業で何を考

えるのか内容の理解を授業の活動の観点を選

択する． 

 

 

実際の授業観察では，5 秒間隔での記録は

必要なく，学習者・教師の主な行動を記述す

ればよい．ただ観点として，行動カテゴリー

との対応を配慮し記録する．（必要であれば，

授業後にビデオで調べればよい．） 

親と子どもの行動カテゴリーの構成試案を

実際に適用した結果は，授業分析に有効な学

習活動の分析評価となる．調査項目そのもの

の評価は，今後，授業分析・評価指導改善等

の研究に用いる基礎資料として，いかに行動

カテゴリーを構成するか，その基礎資料とな

る．すなわち，授業等で用いる調査項目の作

成を可能にする． 

 

５．おわりに 

 

 「動く紙おもちゃ作り」の親子の行動分析

の結果から行動カテゴリーの選択の重要性が

明らかになった．先行研究で得られた，行動

カテゴリーから，対象とする授業研究に適し

た調査項目の選定や新しい項目の設定が重要

である．とくに，今回，作業を三つのサブカ

テゴリーとして，積極的，消極的，共同作業

としたことが，活動の様子をより正しく分析

できた．このような，これまでの先行研究の

成果（行動カテゴリー）に，必要に応じ，サ

ブカテゴリーとして追加し，より価値のある

授業研究へ進めるべきであると考える． 

 今回の研究には，沖縄女子短期大学の多様

な支援・協力をいただき，また，実践での岐

阜女子大学，水野政雄氏，とくに根間ヒデ子

氏には沖縄での親子や教師への案内，学生の

共同研究実践に大変お世話になり，ここに厚

く感謝の意を表します． 
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